四月二十四日の漢字 『辞・典・成・訓・類・順・愛』
文で れんしゅう①
●声に出して読み、漢字の読み方を練習してみましょう。
1 新しい漢字辞典をプレゼントとしてもらったので毎日使おう。
2 りっぱに成長、今日は いよいよ成人式。
3 七月のひなん訓練は、色々な教訓が活かされている。
4 この類いの動物のたまごは、は虫類に分類される。
5 道順を教えてもらったので順調に目的地に着いた。
6 愛犬の名前は、人の印象にのこるように熱心に考えた。

文で れんしゅう②　　　　　　　　　　　名前（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
●ぼう線のひらがなを漢字に、二重線のひらがなを漢字と送りがなに、なみ線をカタカナにしましょう。

1 あたらしいかんじじてんをぷれぜんととしてもらったのでまいにちつかおう。
2 りっぱにせいちょう、きょうは いよいよせいじんしき。
3 しちがつのひなんくんれんは、いろ々なきょうくんがいかされている。
4 このたぐいのどうぶつのたまごは、はちゅうるいにぶんるいされる。
5 みちじゅんをおしえてもらったのでじゅんちょうにもくてきちについた。
6 あいけんのなまえは、ひとのいんしょうにのこるようにねっしんにかんがえた。

漢字テスト   五月一日 　　　　　　　　　名前（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
●ぼう線のひらがなを漢字に、二重線のひらがなを漢字と送りがなに、なみ線をカタカナにしましょう。
1 あたらしいかんじじてんをぷれぜんととしてもらったのでまいにちつかおう。
2 りっぱにせいちょう、きょうは いよいよせいじんしき。
3 このたぐいのどうぶつのたまごは、はちゅうるいにぶんるいされる。
4 みちじゅんをおしえてもらったのでじゅんちょうにもくてきちについた。
5 あいけんのなまえは、ひとのいんしょうにのこるようにねっしんにかんがえた。

五月一日の漢字 『昨・城・覚・伝・説・好・印』
文で れんしゅう①
●声に出して読み、漢字の読み方を練習してみましょう。
1 昨年の夏、灯台の明かりを目指してマラソンをした。
2 昔の人は城下町を作るために、まずお城をきずいた。
3 覚えよう、円の直径は半径の二倍。
4 村に伝わる伝説を、駅伝を見ながら聞いた。
5 花の種類は無数にあるが、一番好きなのはチューリップだ。
6 丁ねいで元気な あいさつは 第一印象をとてもよくする。

文で れんしゅう②　　　　　　　　　　　名前（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
●ぼう線のひらがなを漢字に、二重線のひらがなを漢字と送りがなに、なみ線をカタカナにしましょう。


1 さくねんのなつ、とうだいのあかりをめざしてまらそんをした。
2 むかしのひとはじょうかまちをつくるために、まずおしろをきずいた。
3 おぼえよう、えんのちょっけいははんけいのにばい。
4 むらにつたわるでんせつを、えきでんをみながら きいた。
5 はなのしゅるいはむすうにあるが、いちばんすきなのはちゅーりっぷだ。
6 ていねいでげんきな あいさつは だいいちいんしょうをとてもよくする。


漢字テスト　　五月八日　　　　　　　　名前（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
●ぼう線のひらがなを漢字に、二重線のひらがなを漢字と送りがなに、なみ線をカタカナにしましょう。
1 さくねんのなつ、とうだいのあかりをめざしてまらそんをした。
2 おぼえよう、えんのちょっけいははんけいのにばい。
3 むらにつたわるでんせつを、えきでんをみながら きいた。
4 はなのしゅるいはむすうにあるが、いちばんすきなのはちゅーりっぷだ。
5 ていねいでげんきな あいさつは だいいちいんしょうをとてもよくする。
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